
この広報誌は皆様から寄せられた「社協会費」・「赤い羽根共同募金配分金」が活用されています

さ
く
ら
咲
く

え
が
お
咲
く

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
希

望
」（
鹿
島
区
）で
は
、
高
齢

者
が
定
期
的
に
集
い
交
流
で

き
る
場
を
設
け
る
こ
と
で
、

引
き
こ
も
り
防
止
や
介
護
予

防
、
生
き
が
い
づ
く
り
活
動

の
支
援
を
目
的
と
し
て
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
に「
い
き
い

き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ニ
コ
ニ

コ
元
気
塾
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

季
節
感
を
取
り
入
れ
た
行

事
も
た
く
さ
ん
実
施
し
て
お

り
、桜
の
咲
く
時
期
に
は
、「
お

花
見
ド
ラ
イ
ブ
」に
行
き
ま

す
。
今
回
は
涼
ヶ
岡
八
幡
神

社（
相
馬
市
）ま
で
足
を
の
ば

し
、
桜
並
木
の
参
道
を
、
満

開
の
桜
の
花
を
見
な
が
ら
散

策
し
、
平
成
最
後
の
お
花
見

を
満
喫
し
ま
し
た
。
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み
ん
な
で
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

「
ふ
く
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」大
募
集
！

　

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
多
く
の
方
に「
福
祉
」を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
、
市
民
参
加
に
よ
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
す
る
た

め
に
、「
ふ
く
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
」を

募
集
し
ま
す
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
内
容
は

『
社
会
福
祉
に
関
す
る
こ
と
』

　

・
高
齢
者
や
障
が
い
者
・
子
ど
も

た
ち
の
支
援
活
動

　

・
人
の
優
し
さ
で
広
が
る「
お
互

い
の
支
え
合
い
の
輪
づ
く
り
」

　

・
み
ん
な
の
手
で
つ
く
る「
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
活
動
」な
ど
、

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
活
動
の

充
実
を
図
る
た
め
の〝
合
い
言
葉

（
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）”に
な
る
よ

う
な
内
容
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
自
由
に

考
え
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
ふ
く
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
最
優
秀
賞

　
　「
広
げ
よ
う 
え
が
お
・

や
さ
し
さ
・
お
も
い
や
り
」

　

八
沢
小
学
校

６
年（
受
賞
時
） 

森　

遥
那
さ
ん

⃝

募
集
期
間

　

令
和
元
年
５
月
７
日
㈫
～

６
月
14
日
㈮
ま
で

⃝

応
募
資
格

　
・
児
童･

生
徒
の
部（
中
学
生
ま
で
）

　
・
大
人
の
部（
高
校
生
以
上
）

⃝

応
募
方
法

応
募
作
品
に
氏
名（
ふ
り
が
な
）連

絡
先（
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

番
号
）、職
業
・
校
名
、年
齢（
学
年
）

を
明
記
の
う
え
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
に
て
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

※
応
募
作
品
は
１
人
１
点
と
し
、
未

発
表
で
自
作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ

ん
。（
著
作
権
は
南
相
馬
市
社
会

福
祉
協
議
会
に
帰
属
し
ま
す
）

※
学
校
や
ク
ラ
ス
単
位
等
で
応
募
さ

れ
る
場
合
は
、
別
途
学
校
の
連
絡

先（
郵
便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
）

及
び
担
当
教
員
の
氏
名
を
明
記
の

上
、
取
り
ま
と
め
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

※
応
募
に
係
る
個
人
情
報〈
氏
名
、

市
町
村
名
、
職
業
・
校
名
、
年
齢

（
学
年
）〉は
、
選
考
、
結
果
通
知
、

発
表
等
の
広
報
を
目
的
に
利
用
い

た
し
ま
す
。

⃝
審
査
・
表
彰

応
募
作
品
の
審
査
は
主
催
者
が
選

定
し
た
審
査
員
に
よ
り
行
い
ま
す
。

最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５
点
程

度
を
選
考
し
、
賞
状
と
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
す
。

⃝

発
　
表

入
賞
さ
れ
た
方
へ
の
通
知
に
つ
い

て
は
、
個
人
で
応
募
さ
れ
た
場
合

は
直
接
本
人
に
、
学
校
や
ク
ラ
ス

単
位
で
応
募
さ
れ
た
場
合
は
学
校

長
宛
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
入

選
作
品
は
南
相
馬
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
関
す
る
広
報
や
各
種
イ
ベ

ン
ト
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

て
作
品
、
作
者
氏
名
、
市
町
村
名
、

職
業（
学
校
名
）、
年
齢（
学
年
）を

掲
載（
紹
介
）し
ま
す
。

⃝

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）　

　
　

☎
０
２
４
４

－

24

－

３
４
１
５

　
　

℻
０
２
４
４

－

24

－

１
２
７
１

　

本
会
は
、「
地
域
の
だ
れ
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」を
目
指
し
て
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ま
や
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
の

参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
地
域
福
祉

事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
子
高
齢
社
会
が
進
む
本
市
に
お

い
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希

薄
化
や
介
護
保
険
を
は
じ
め
諸
制
度

の
改
正
な
ど
に
よ
る
生
活
環
境
の
変

化
に
伴
い「
様
々
な
生
活
の
し
づ
ら

さ
」を
抱
え
る
人
々
が
増
加
し
て
お

り
、
今
後
、
本
会
や
行
政
が
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
、
寄
付
金
、
共

同
募
金
配
分
金
や
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
い
た
だ
く
社
協
会
費
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
推
進
の
た

め
、
社
協
会
員
に
ご
賛
同
い
た
だ
き

た
く
、
特
段
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

会
費
の
種
類

・
一
般
会
員

　

世
帯
・
個
人	

５
０
０
円

・
特
別
会
員

　

篤
志
者　

一
口	

千
円

・
賛
助
会
員

　

企
業
、
団
体
、
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　

一
口	

１
万
円

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課

　

・
小
高
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）44

－
５
９
７
０

　

・
鹿
島
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）46

－

５
３
５
４

　

・
原
町
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
東
日
本
大

震
災
復
興
支
援
事
業
を
は
じ
め
、
災

害
救
護
活
動
や
献
血
事
業
、
奉
仕
活

動
の
推
進
、
救
急
法
の
講
習
な
ど
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
推
進
の
た
め
、
社

員
加
入
推
進
運
動
を
実
施
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

⃝

正
社
員
…
年
５
０
０
円
以
上

２
，０
０
０
円
未
満

⃝

特
別
社
員
…
年
２
，０
０
０
円
以
上

　

ご
協
力
の
金
額
が
２
万
円
に
達
し

た
と
き
に
特
別
社
員
称
号
贈
与
通
知

書
、
特
別
社
員
章
、
陶
器
製
門
標
が

贈
ら
れ
ま
す
。

南
相
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
員
の
募
集
に
つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
へ
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令　和
元年度

（５月15日号）

❷



　

学
校
の
夏
休
み
期
間
を
利
用
し
た

「
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

　

有
意
義
な
夏
休
み
を
過
ご
す
た
め

に
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

⃝

参
加
対
象

市
内
の
高
校
・
中
学
校
に
在
学
す

る
生
徒

※
市
外
の
学
校
に
通
う
高
校
生

が
、
参
加
希
望
す
る
場
合
も
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

⃝

期
　
　
間

令
和
元
年
７
月
22
日
㈪
～
８
月
23

日
㈮
ま
で
の
期
間
。

※
原
則
１
施
設
３
日
間
の
活
動

⃝

活 

動 

先

　

�

市
内
の
福
祉
施
設
や
各
種
事
業
な
ど

⃝

参 

加 

費　
　

無　

料

⃝

申 

込 

先

　

在
学
す
る
学
校
の
担
当
教
諭
ま
で

⃝

締
　
　
切

　

令
和
元
年
６
月
10
日
㈪
ま
で

⃝

問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

　市内在住の未就学児親子を対象としたうんどう会を
開催します。
　お子さんやお孫さんと一緒に体を動かして、楽しい
時間を過ごしましょう。
日　時　令和元年６月７日㈮
　　　　午前９時50分～午前11時30分
場　所　鹿島保健センター
対　象　市内在住の未就学児親子
定　員　25組（50名程度）
参加費　子ども１人につき２００円（当日納入）
締　切　令和元年５月３１日㈮まで
　　　　※定員になり次第締め切ります
問い合わせ・申込先
　地域福祉課（鹿島区）　☎（０２４４）４６－５３５４

　なないろサロンは、子育て中の親子の交流スペース
です。申込み不要でご利用いただけますので、お気
軽にお越しください。楽しいイベントも盛りだくさん！
日　時　毎週月曜日～金曜日（祝日を除く）
　　　　午前１０時～午前１１時３０分
　　　　午後１時３０分～午後３時３０分
場　所　鹿島区社会福祉センター　むつみ荘
対　象　０歳～３歳までのお子さんと保護者
内　容　�おしゃべり、育児相談、絵本読み聞かせ、

親子ゲーム、工作、おやつ作り等
参加費　無料（工作材料等の一部実費負担あり）
問い合わせ・申込先
　地域福祉課（鹿島区）　☎（０２４４）４６－５３５４

　みんなで季節にちなんだお菓子づくりをして、楽
しい時間を過ごしましょう。皆さんのご参加をお待
ちしています！
日　時　令和元年６月２２日㈯
　　　　午前１０時～正午
内　容　�季節にちなんだお菓子づくり
　　　　※�エプロンと三角巾（バンダナなど）を　　

持参ください。
講　師　株式会社やまさん
　　　　代表取締役　谷田部　真敏 氏
場　所　原町生涯学習センター
対　象　１８歳未満（小学４年生以下は保護者同伴）
参加費　参加者1人につき１００円（当日納入）
締　切　令和元年６月１４日㈮
※�当日、事業にお手伝いいただくボランティアを募

集しています。参加者の皆さんと楽しみながら、
ボランティア活動してみませんか？

　ご連絡お待ちしています！
問い合わせ・申込先
　地域福祉課（原町区）　☎（０２４４）２４－３４１５

元気っ子あつまれ～！
「なかよし親子うんどう会」のお知らせ

鹿島区社会福祉センター
むつみ荘　利用案内

サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集
！

　集会・サロンなどにぜひむつみ荘をご利用下さい！

鹿島区社会福祉センターむつみ荘
（鹿島区西町２－１１７）

営業時間　月曜日～土曜日　午前９時～午後４時
　　　　　※受付は午後３時まで
入浴時間　平　日　午前１０時～午後３時
　　　　　土曜日　午前１０時～午後２時
　　　　　※受付は終了３０分前まで
定 休 日　日曜日・年末年始
施設設備　お風呂、和室、カラオケ機器　等
ご利用料金

問い合わせ・申込先
　地域福祉課（鹿島区）　☎（０２４４）４６－５３５４

子育てサロン事業  なないろサロン

子どもニコニコ元気塾

～ 季節のお菓子づくり ～

※原則申込み制となります。

6月イベント
12日㈬  季節の工作
21日㈮  ちひろ先生リトミック
26日㈬  移動図書館おはなし会
28日㈮  親子ゲーム

むつみ荘内各施設ご利用の場合
高齢者（65歳以上）、児童（17歳以下） 1日 ３００円

18歳～ 64歳の方 1日 ５００円
※障害者手帳提示の方は、無料です。

和室ご利用の場合
施設名 使用料　（各団体1組につき）
和　室 1時間あたり　３００円
大広間 1時間あたり　６００円

※会議ご利用時、使用料の減免がありますので
　詳しくはお問い合わせください。

（５月15日号）

❸



　

初
心
者
向
け
の
手
話
入
門
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
こ
の
教
室
は
初
め
て

の
方
で
も
簡
単
に
手
話
の
基
本
を
楽

し
く
学
べ
る
講
座
で
す
。
お
気
軽
に

お
申
込
み
下
さ
い
。

⃝

日
　
程

　

令
和
元
年
６
月
１
日
～

７
月
20
日（
全
８
回
）

　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

手
話
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

～
手
話
入
門
教
室
の
お
知
ら
せ
～

⃝

会
　
場

　

原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費

　
無　

料

⃝

締
　
切

　

令
和
元
年
５
月
31
日
㈮
ま
で

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課（
原
町
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

社協では、ホームヘルパーとして働ける方々を募集しています！問い合わせ先　総務課

　今回は、お母様の介護とヘルパーの仕事を両立し、真面目で丁寧な対応が評判のヘ
ルパー Tさんの手記を紹介します。

　平成23年３月11日、朝から介護が必要な母の病院受診に付き添い、午後2時46分、小
高の自宅にて大きな揺れに見舞われた。地震・津波・福島第一原発の事故。避難指示に従い、
弟が母を連れ神奈川に避難、自分は孫たちと新潟へと、家族がバラバラになった。「小高
に帰りたい」と言いながら、慣れない避難生活で日を追うごとに弱っていく母の姿に、や
り場のない悔しさがこみ上げる。それから２年、母の面倒をみていた弟が、ガンと診断さ
れ入退院を繰り返し、先に旅立ってしまった。
　避難指示が解除され、母の念願が叶い小高に戻るも、体調を崩して現在は郡山市の病院
に入院している。
　震災から8年、もう一度母と一緒に暮らしたい、「小高に帰りたい」と何度も何度も言っ
ていた母の願いを叶えてあげたい。私はあきらめない。

　身近なものを代用し身体の清潔を保つ方法や、介護技術のポイントを紹介してきた『介
護のヒント部屋』は、今月号が最終回となります。
　毎回、楽しみに読んでくださった皆さま、ありがとうございました。

「人生いろいろ  介護もいろいろ  これから介護するひと  されるひと」

介護のヒント部屋
第12弾ヘルパー直伝！

　

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
及
び

福
島
民
報
社
で
実
施
し
て
い
る「
し

あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
」の
申
込
み

を
受
付
け
し
ま
す
。

⃝

対
象
者

・
昭
和
44
年
に
結
婚
し
、
50
年
を

迎
え
た
夫
婦
。

・
前
回
ま
で
に
手
続
き
を
し
な

か
っ
た
金
婚
夫
婦
も
受
付
し
ま

す（
自
己
申
告
で
す
）。

⃝

受
付
期
間

　

令
和
元
年
７
月
11
日
㈭
ま
で

金
婚
式
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
表
彰
の
申
込
み
に
つ
い
て
～

⃝

申
込
方
法

　

�　
ご
夫
婦
の
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
番
号
・
結
婚
年
月
日
等
を
所

定
用
紙
に
ご
記
入
の
上
、
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

　

�　
所
定
用
紙
は
、
各
区
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

⃝
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

地
域
福
祉
課

　

・
小
高
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）44

－

５
９
７
０

　

・
鹿
島
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）46

－
５
３
５
４

　

・
原
町
区

　
　

☎（
０
２
４
４
）24

－

３
４
１
５

（５月15日号）
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⃝

内
　
容　
調
理
実
習

⃝

準
備
物

　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ス
リ
ッ
パ

⃝

会
　
場

　

福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

　

調
理
実
習
室

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

福
島
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

総
務
課 

生
活
復
興
支
援
室

　

☎（
０
２
４
）５
３
３

－

８
８
８
１

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ロ
ン

Rococo
～
ろ
こ
こ
～
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
６
月
５
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　

　

郡
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

　

研
修
室
２
・
３

⃝

内
　
容　
寄
せ
植
え
教
室

⃝

定
　
員　
30
人（
先
着
順
）

⃝

材
料
費　
千
円

⃝

申
し
込
み
期
間

　

平
成
31
年
年
４
月
３
日
～

　

令
和
元
年
５
月
22
日
ま
で

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

郡
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

避
難
者
生
活
支
援
相
談
室

　

☎（
０
２
４
）９
５
３

－

８
３
３
７

こ
ん
に
ち
は
！
生
活
支
援
相
談
室
で
す

『
社
協
ゆ
い
ゆ
い
広
場
』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
５
月
22
日
㈬

　

令
和
元
年
６
月
12
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

⃝

会
　
場　
原
町
区
福
祉
会
館

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
原
町
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
お
だ
か
サ
ロ
ン
』

⃝

地
区
・
日
時

　

令
和
元
年
５
月
15
日
㈬

　

令
和
元
年
６
月
19
日
㈬

　

午
前
10
時
～
正
午

⃝

会
　
場

　

小
高
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

⃝

参
加
費　
１
０
０
円（
初
回
無
料
）

⃝

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
活
支
援
相
談
室（
小
高
担
当
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－

５
１
０
７

『
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン「
て
と
て
」』

⃝

日
　
時

　

令
和
元
年
５
月
22
日
㈬

　

午
前
9
時
30
分
～
午
前
11
時
30
分

サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ

今年度採用となった２人の職員を紹介します！

　４月1日付で南相馬市社会福祉協議会に入職し
ました。
　私の抱負は業務一つひとつに責任を持って取り
組むことです。デイサービスセンターでは、一日
の流れが決まっています。その流れを覚え、自ら
積極的に動けるようにしたいです。まず利用者さ
んの送迎という業務があります。利用者さんの家
を一軒一軒覚えて、必要なものを準備し、不備が
ないようにしなければなりません。道を明確に覚
えるのは大変ですが、運転している先輩に目印や
特徴を教えてもらいます。私が運転する頃には利
用者さん全員の家に迷いなく到着し、安全に送迎
が出来るようになることが目標です。
　また、私が苦手な衣服の着脱もより一層努力し
たいと思います。まだコツがつかめず着脱に時間
がかかってしまいます。中には車イスの方や麻痺
がある利用者さんもおり、指導してくださる先輩
のように、利用者さんに負担をかけずに優しく接
することができるようになりたいと思います。そ
して利用者さんやご家族に信頼していただける職
員になれるように、これからも努力していきたい
です。

　児童センターは遊びをとおして児童の健やかな
育成を図ることを目的としています。少子化と高
齢化が南相馬市の課題となっている今、児童セン
ターの運営は、さらにその重要性を増していると
考えています。
　児童の遊びは、成長するにしたがって一人から
大勢がかかわる遊びに変化していきます。児童は、
一緒に活動する楽しさを味わい体力を高めていく
一方で、不適切な言葉かけやルール解釈のすれ違
いなどでトラブルにも出会います。
　職員は遊びを見守り適切な支援を行うことによ
り、児童の社会的適応能力を高め豊かな情操を育
てています。私はそれらの活動を保障する環境作
りに努め、職員とともに、児童センターの円滑な
運営に力を尽くす所存です。

すみれデイサービスセンター

技師　西郡　愛実
仲町児童センター

館長　高野　博幸

原
町
区
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

小
高
区
に
帰
還
さ
れ
た
方
が
対
象

・
福
島
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

郡
山
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

（５月15日号）
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フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

　「
ま
ご
こ
ろ
ひ
ろ
ば
」　
　
　《
平
成
31
年
3
月
16
日
～
平
成
31
年
4
月
15
日
》

小
高
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　
　 

（
行
政
区
）

・
𠮷
　
田
　
一
　
弘
　
様 

（
小
屋
木
）

　

故 

𠮷 

田  
敏 
勝 
様 

ご
遺
志
と
し
て

・
日
　
下
　
龍
一
郎
　
様 

（
南
鳩
原
）

　

故 

日 

下  

文 

秀 
様 
ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
新
　
助
　
様 
（
金
　
谷
）

　

故 

佐 

藤  

郁 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
松
　
岡
　
俊
　
彦
　
様 

（
村
　
上
）

　

故 

松 

岡  

朝 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
横
　
山
　
節
　
子
　
様 

（
岡
　
田
）

　

故 

横 

山  

善 

樹 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
忠
　
吉
　
様 

（
金
　
谷
）

　

故 

佐 

藤  

ス 

ミ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
匿
　
　
名

　

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
門
　
馬
　
孝
　
子
　
様（
大
田
和
）

　

調
味
料
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
金
房
　
流
れ
山
会
　
様

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
練
馬
か
ら
南
相
馬
支
援
の
つ
ど
い

実
行
委
員
会

委
員
長
　
的
野
　
碩
郎
　
様 

（
東
京
都
）

　

南
相
馬
支
援
の
た
め
に

・
塩
　
谷
　
靖
　
子
　
様

　

南
相
馬
支
援
の
た
め
に

・
匿
　
　
名

　

南
相
馬
市
支
援
と
し
て

鹿
島
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　
　 （
行
政
区
）

・
伹
　
野
　
靜
　
子
　
様 

（
小
　
池
）

　

故 

伹 

野  

孝 

夫 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
伏
　
見
　
　
忠
　
　
様 

（
横
　
手
）

　

故 

伏 

見  

信 

雄 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
峯
　
岸
　
エ
イ
子
　
様 

（
西
　
町
）

　

故 

峯 

岸　

   

浩 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
松
　
本
　
孝
　
夫
　
様 

（
北
屋
形
）

　

故 

松 

本  

貫 

一 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
泉
　
川
　
清
　
孝
　
様 

（
南
屋
形
）

　

故 

泉 

川  

ア 

イ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
岡
　
本
　
英
　
次
　
様 

（
御
　
山
）

　

故 

岡 

本  

安 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
加
　
藤
　
　
　
功
　
様 

（
角
川
原
）

　

故 

加 

藤  

キ 

ヨ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
亀
　
田
　
ヒ
ロ
子
　
様 

（
南
屋
形
）

　

故 

亀 

田  

利 

昌 

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
匿
　
　
名

　

絵
本
等
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

・
匿
　
　
名

　

小
型
点
字
器
を
社
会
福
祉
の
た
め
に

原
町
区

【
ご
遺
志
金
】　
　
　
　
　 

（
行
政
区
）

・
木
　
幡
　
和
　
廣
　
様 

（
日
の
出
町
）

　

故 

木 

幡  

孝 

子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
　
　
隆
　
様 

（
　
泉
　
）

　

故 

佐
藤
ト
シ
エ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
佐
　
藤
　
和
　
雄
　
様 

（
萱
　
浜
）

　

故 

佐
藤
カ
ツ
ヨ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
鈴
　
木
　
順
　
子
　
様 

（
二
見
町
二
）

　

故 

鈴 

木  

清 

身 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
木
　
幡
　
孝
　
男
　
様 

（
上
太
田
）

　

故 

木 

幡  

富 

男 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
木
　
幡
　
瑛
　
一
　
様 

（
馬
　
場
）

　

故 

木 

幡  

勝 

見 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
小
　
林
　
三
　
嘉
　
様 

（
益
　
田
）

　

故 

小
林
ト
ヨ
子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
遠
　
藤
　
政
　
子
　
様 

（
下
北
高
平
）

　

故 

遠
藤
ヒ
ロ
子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

◆
期
日
・
会　

場

　

令
和
元
年
６
月
10
日
㈪

　

原
町
区
福
祉
会
館　

中
会
議
室

　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

◆
問
い
合
わ
せ

　

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

　

☎（
０
２
４
４
）23

－

４
５
１
９

荒あ
ら

ま
で

認
知
症
相
談
会

　

た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
支
援
や

激
励
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

３
月
分
実
績

　

◆
社
協
へ
の
寄
付
贈
件
数

　
　

16
件
（
総
数　

１
５
６
点
）

　

◆
ご
要
支
援
者
へ
の

食
料
引
き
渡
し
件
数

　
　

15
件
（
総
数　

１
３
１
点
）

フ
ー
ド
バ
ン
ク
御
礼
と
ご
報
告

【
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
は

地
域
福
祉
活
動
に
活
用
し
て
い
ま
す
】

・
早
　
川
　
育
　
雄
　
様 

（
牛
　
来
）

　

故 

早 

川  

フ 

デ 

様 

ご
遺
志
と
し
て

・
渡
　
部
　
進
　
一
　
様 

（
信
田
沢
）

　

故 

渡
部
テ
イ
子 

様 

ご
遺
志
と
し
て

【
一
般
寄
付
】

・
㈱
フ
ロ
ー
ラ
　
様

㈱
ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
　
様

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
南
ん
子
太
鼓
　
様 

（
福
岡
県
）

　

南
相
馬
市
復
興
支
援
金
と
し
て

・Believe Japan Cup

　
様 

（
埼
玉
県
）

　

南
相
馬
市
復
興
支
援
金
と
し
て

・
門
　
馬
　
イ
ネ
子
　
様 

（
小
川
町
二
）

　

乾
麺
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
西
　
内
　
由
　
幸
　
様 

（
国
見
町
一
）

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
東
吾
妻
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
様

　

�

福
祉
バ
ザ
ー
売
上
金
の
一
部
と
募
金
箱

設
置
協
力
金
を
南
相
馬
支
援
の
た
め
に

・
小
　
林
　
キ
ミ
ヨ
　
様 

（
西
　
町
）

　
�

手
作
り
ふ
く
ろ
う
マ
ス
コ
ッ
ト
を
社

会
福
祉
の
た
め
に

・
府
中
緊
急
派
遣
村

村
長  
松
野
　
哲
二
　
様 

（
東
京
都
）

　

南
相
馬
市
震
災
復
興
支
援
と
し
て

・
公
立
双
葉
准
看
護
学
院

平
成
30
年
度
卒
業
生
一
同
　
様

　

社
会
福
祉
の
た
め
に

・
花
み
ず
き
サ
ロ
ン
　
様

　

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
匿
　
　
　
名

　

焼
の
り
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

・
匿
　
　
　
名

　

缶
詰
め
等
を
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

◆
期
日
・
会
場

　

令
和
元
年
６
月
14
日
㈮

　

原
町
区
福
祉
会
館　

相
談
室
１

　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
希
望

（
鹿
島
区
）

　

☎（
０
２
４
４
）26

－８
２
４
６

　
「
令
和
」

　

新
た
な
時
代
の
始
ま
り
で
す
。

　

平
成
に
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、

自
分
が
育
っ
た
時
代
が
終
わ
る
と
い

う
初
め
て
の
出
来
事
に
、
な
ん
と
も

い
え
な
い
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
生
ま
れ
て
か

ら
今
日
こ
の
日
ま
で
、
一
瞬
の
よ
う

に
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

　

母
と
離
れ
る
の
が
寂
し
く
て
、
グ

ズ
グ
ズ
通
っ
た
幼
稚
園
。

　

人
と
の
関
わ
り
の
喜
び
や
難
し
さ

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
小
学
生
。

　

初
め
て
恋
を
し
た
中
学
生
。

　

部
活
に
打
ち
込
ん
だ
高
校
生
。

　

行
き
つ
け
の
居
酒
屋
で
毎
晩
飲
み

明
か
し
た
大
学
生
。

　

社
会
人
と
し
て
過
ご
す
今
。

　

全
て
の
経
験
が
自
分
を
育
て
て
く

れ
た
、
大
切
な
時
間
で
す
。

　
「
ゆ
と
り
世
代
」
と
い
う
言
葉
に

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
平
成

の
時
代
に
生
ま
れ
平
成
と
と
も
に

育
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

築
か
れ
る
「
令
和
」、
こ
の
言
葉
の

意
味
に
込
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
明
日

へ
の
希
望
と
共
に
一
人
ひ
と
り
が
大

き
な
花
を
咲
か
せ
る
時
代
に
な
り
ま

す
よ
う
に
。

（
Ｋ
）

無
料
法
律
相
談
会

ひ
と
り
ご
と

ありがとうございました
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